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更新日：

１． 組織の概要

１） 名称及び代表者名

株式会社　杉山

代表取締役社長 村瀬　福男

２） 所在地

本社 長野県岡谷市西山1723-132

３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

責任者　 総務部 山田　渉　　

連絡先 TEL： 0266-24-8000

FAX： 0266-24-8005

E-Mail: somu@okaya-sugiyama.co.jp

４） 事業内容

精密プレス金型の設計・開発及び製作

精密プレス部品の製造

５） 事業の規模

売上高 億円

従業員 名

延べ床面積 ㎡

６） 事業年度 2021年10月1日～2022年9月30日

２． 対象範囲

１） 対象とする組織

株式会社　杉山　本社工場の全組織と全従業員

２）対象とする活動

全活動（事業活動及び製品・サービス）

３）レポート対象期間

2021年10月1日～2022年9月30日

2,462

4.9

2022年11月1日

26
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３．エコアクション21　実施体制・組織図

（正）取締役社長　村瀬　福男

職　名 役　割

・環境管理責任者の任命を行い必要な権限を与える。

・管理方針を制定し定期的に見直しを行い指示する。

・環境管理システムを構築し運用するために必要な経営資源の提供。

・代表者による全体の評価見直し

・環境管理システムを構築し運用するために「エコアクション21」委員会を運営する。

・運営、審議内容を代表者に報告する。

・環境側面及び量的把握。

・環境安全についての従業員の啓発、教育研修実施。

・文書記録の管理

・エコアクション２１委員会における決定事項を全従業員に徹底し周知する

・環境活動計画の推進、関係法令の調査、適応法規の評価登録、遵守状況

　の把握及び委員会の運用維持に関する審議決定。

・各職場における環境活動の推進。

・環境方針を理解し、環境目標を達成するように努める

・部門内の計画の遵守と環境活動計画への参加

2022年11月1日

総務部

生産管理課

Hi-SAV

管理部

エコアクション２１委員会

（安全衛生委員会）

全従業員

エコアクション２１事務局

営業部

営業課 不動産

委員長

代表取締役社長

環境管理責任者

委　員　長

環境経営システム「エコアクション21」

管理責任者
（正）山田　渉

事務局 （兼）山田　渉

製造部

経理課総務課

株式会社　杉山
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製造課 品質保証

検査課 技術課



４． 環境経営方針

＜環境経営理念＞

株式会社　杉山は、企業の社会責任の一環として　環境保全に対して継続的かつ積極的に
取り組みます。

私達の会社は、塩嶺の豊かな緑にかこまれ眼下に諏訪湖を望む素晴らしい場所に位置します。
この自然を守り　地球全体を健全な状態で次の世代に引き継ぐように行動します。

＜環境保全への行動指針＞

株式会社杉山は環境理念に基づき、生産活動を行う中で、コスト削減に取り組み、
以下の環境経営システム活動を行います。

１． 環境マネジメントの継続的な改善を進めます。

２． 環境への負荷の少ない製品を供給します。

３． 環境に関する法規制や地域の条例等及びその要求事項を守ります。

４． 事業活動として次の項目を重点に取組みます。
・エネルギー使用量の削減
・水使用量の削減
・廃棄物排出の抑制と資源のリサイクル化
・生産材のグリーン調達
・環境負荷化学物質の適正管理

５． 全従業員及び外注先に対して環境保全の為の教育活動を実施するとともに
環境啓発活動と地域、社会貢献活動を推進します。

６． 環境方針達成の為に目標を設定し計画的に活動すると共に、取り組み結果を定期的に
見直すことにより、継続的な改善活動に取り組みます。

株式会社　　杉山
代表取締役社長

2003年08月12日　改定初版
2007年03月24日改定 改定2版
2015年07年21日改定 改定3版
2017年08年18日改定 改定4版
2018年11月21日改定 改定5版

村瀬　福男
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単位

※二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh （東京電力　2020年（52期））

□環境経営目標及びその実績

123.3

L 49.8

㎥

30,218.7

49.5

稼働日平均排出量

kg-CO2

年間使用量

軽油

稼働日平均排出量

1,403.8

3,424.1

稼働日平均使用量

年間使用量

×

671.0

年間排出量

124.0

6.4

ガソリン

稼働日平均排出量

14.0

kg-CO2

灯油

稼働日平均使用量
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1,556.6 1,407.1

5.5

3,677.9

1,559.7

kg-CO2

L
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5.3 5.3
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年間排出量

L

3,413.8

12,136.0
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水使用量

53期(目標)
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kg-CO2
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0.441

項目

192,366.0

740

単位

二酸化炭素総排出量
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評価
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×
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×
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稼働日平均使用量 kg

31,580.7
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L
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2.7

13.9

二酸化炭素
合計排出量

×
27,742.5

7,999.3 9,247.5

748.2755.0

×

○

×

757.3

1,142.3
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×

×

稼働日平均排出量

年間使用量

年間排出量
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1,148.7
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kg-CO2

98.0
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○

稼働日平均使用量

kg-CO2

一般廃棄物排出量

５．環境経営目標及びその実績

kg

125,370.1

24,240.3

12,197.0

98.9

23,997.9

2.4

×

LPG

電気

49.9

○
2.7

kg-CO2稼働日平均排出量

184,964.7

年間使用量

192,366.0

年間排出量

183,303.4年間排出量
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枚

451.0

1.71稼働日平均使用量 1.84

年間使用量 ㎥ 446.5

1.82

×
コピー
用紙

枚

40,100
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○

年間廃棄量 ×

×2.91

○

○
水道水

740.0

53期(実績) 評価

㎥

162

項目

年間使用量

稼働日平均使用量 164

39,699

稼働日平均廃棄量

kg

kg

単位

一般
廃棄物

53期(目標)

580.0

52期(基準年)

434.0

40,000

157

574.2

2.342.37



□環境経営計画の取組結果とその評価

数値目標：○達成　×未達成

活動：〇よくできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

数値目標

取り組み計画

52期

53期

数値目標

取り組み計画

52期

53期

207.4

24,077 24,234

取組結果とその評価

年間排出量 ×

7月 8月 9月

○稼働日平均排出量

21,869

10月 6月4月3月2月1月12月

24,19924,80121,635 21,885

11月

・不要照明の消灯

5月

・重点環境活動

26,16426,734 23,425

3.31,136.2

稼働日平均排出量 ×

達成状況

・空調温度の適正化（暖房２２℃）

6月4月3月 5月

36.31,920.6

○

20,691 23,788

取組結果とその評価

25,406

25,536 21,865

2,269.8

854.7

53期全体では、月の使用量では「14.45％」の増加、稼働日平均では、
「10.39％」の増加となりました。
目標の達成には程遠い結果となりました。
暖房機、エアコンでの使用となるため気温が下がれば使用量が増えるこ
とになります。
体調面を考慮しながら、無駄のない使用を呼びかけていきます。

8月

320.51,778.8 944.7

・重点環境活動

・消し忘れの確認

12月

○

1,492.6

564.792.4 282.4

93.0

7月

○

1,406.8 34.6

464.3403.8

2月10月 11月

274.2 123.1

26,424

26,816

○

○

23,819

23,963 22,588

達成状況

24,225

327.6

9月

25,034

LPGによる二酸化炭素削減

21,712

1,821.8 562.3

年間排出量 ×

23,550

○

53期全体では、月の使用量では「2.06％」の増加、稼働日平均では、
「1.55％」の減少となり、目標を達成することが出来ました。
52期と比較して、稼働日が9日多いため、月の使用量が増加しています。
稼働日平均としては目標を達成しています。
引き続き重点環境活動等で、節電の呼びかけを行っていきます。
また、品質を向上させ、無駄な工数が発生させないことも合わせて呼び
かけていきます。

・空調温度の適正化（冷房２６℃　暖房２２℃）

達成状況

電力による二酸化炭素削減

達成状況
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数値目標

取り組み計画

52期

53期

数値目標

取り組み計画

52期

53期

○

53期全体では、月の使用量では「3.98％」の増加、稼働日平均では、
「0.3％」の増加となりました。
結果として削減ではなく、増加となりました。
灯油は、洗浄機と暖房機で使用している。暖房機については、LPGと同
様に気温によって使用量が増加します。
体調面を考慮しながら、無駄のない使用を呼びかけていきます。
また、洗浄についても品質を向上させ、無駄を無くすことも合わせて呼び
かけていきます。

10月 5月

483554

4月 6月 8月

・重点環境活動

年間排出量 ×

1,976 4681,113 400 665

○

稼働日平均排出量 ×

552 2,010

・空調温度の適正化（暖房２２℃）

1,5161,090

12月

1,370

9月

34

1月

取組結果とその評価

93

ガソリンによる二酸化炭素削減

達成状況

ガソリンの使用量は、上期に続き減少となりました。
外出自体は増えています。納品、営業先の情報共有を行い、効
率的にガソリンを使用することを呼びかけていきます。

稼働日平均排出量

・重点環境活動

○

取組結果とその評価

3301,9281,308

・走行距離・燃費の確認

59.9

393 465

65.5

62

30 61.695

33.564.266

1月

63 65

・車両日常点検の実施

92.4 46

30.40

9832 25

3534

31.3

2月

5931,246

12月10月

1,893

○

達成状況

○

○

○

3月11月 4月

年間排出量

2,309 625450 1,143

達成状況

灯油による二酸化炭素削減

2月

達成状況

7月

・消し忘れの確認 ○

11月 3月
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数値目標

取り組み計画

52期

53期

数値目標

取り組み計画

52期

53期

9月

0

0 280 00

160

260

0 0 0

00 000

年間排出量

2月

達成状況

・分別の徹底

200 0

達成状況

○

7月

95.2

一般廃棄物の削減

42.1 101.8

7月

0 200

137.3144.5 153.8

8月5月 6月4月

98.6

達成状況

135.7

年間排出量

101.892.6 148.5

12月 1月

148.3 104.0

2月

・資源物のリサイクル

10月

・重点環境活動

軽油による二酸化炭素削減

達成状況

135.8

○

104.0

・車両日常点検の実施

・走行距離・燃費の確認

3月

152.5

○

○

○

142.6

○

・梱包材の再利用

○

12月

稼働日平均排出量

・重点環境活動

0

3月

0 0 220 0

11月

年間を通して、軽油の使用量は増加しました。下期の途中で一部の納品
先が、配送から宅配に変更された影響で、54期移行の軽油使用量は減
少すると思われます。
営業先、納品先の情報を共有し、少しでも効率の良い運段を行うことを
呼びかけていきます。

1月

稼働日平均排出量 ×

×

×

取組結果とその評価

101.0 37.7

5月 6月 8月 9月

取組結果とその評価

4月10月 11月

年間を通して、廃棄物の処分量は増加しました。
重点環境活動で”3R”の呼びかけを行っています。
分別を行い、再使用、再生を行えるように呼びかけていきます。

101.3 87.0
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数値目標

取り組み計画

52期

53期

数値目標

取り組み計画

52期

53期

5,100

7月 8月 9月

3,500 2,500

4月 5月 6月

36

40 40

38.5 38.5 36 36

2月

41.537 37 33.5 41.533.5

37.533.5

12月

3934.5

37.5

34.5

○

年間を通して、コピー用紙の削減を行うことが出来ました。
ペーパーレス化を進めて、紙の使用を少なくしていくよう呼びかけ
ます。

達成状況

○

達成状況

5月

4,000 2,500

水道水の削減

年間排出量

36

コピー用紙の削減

11月

3,500 2,500 3,000 4,000

3,000 2,500 5,500 3,000

35.5

3,000

39

4,000

年間を通して、節水を行うことが出来ました。
水は、様々な場所で使用します。無駄を無くすように呼びかけて
いきます。

35.5

3,000

○

○

3,000

33.5

達成状況

1月

取組結果とその評価

5,500

9月7月 8月

・重点環境活動 ○

6月

・節水の掲示

2,500

3月 4月10月

3,000

×

2,500

稼働日平均排出量

取組結果とその評価

3月

3,000 2,500 3,500

1月11月

・両面コピーの使用

○

年間排出量

12月

稼働日平均排出量 ○

・裏紙の使用

○

・重点環境活動

達成状況

10月 2月
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取り組み計画

６．電気・化石燃料使用量の推移　（48期～52期）

電気使用量は、48期をピークに年々減少傾向にある、49期途中で照明をLEDに交換した影響が大きい。

51期については、新型コロナウイルスの影響により臨時休業が増えたため、使用量が減少したが、

52期は、徐々に仕事量が回復してきているため、使用量が増えてきていると思われる。

灯油の使用量は、50期が他の期より、多くなっているが、48期、49期、51期、52期は、ほぼ同じ位に

なっている。暖房機の使用や洗浄機の使用状況により変化する。

取組結果とその評価

グリーン購入の推進

年間を通して、環境の良い製品の購入を行いました。

・事務用品グリーン購入

・有害性の少ない資材の購入

・燃費のよい自動車の使用 ○

○

○

達成状況
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LPGの使用量は、49期以降、平均使用量より多くなっている。暖房機の使用及びエアコンの使用と

なっているので、天気や気温に左右される。

ガソリンの使用量は、52期は、51期と比較して、さらに減少している。新型コロナウイルスの影響により

顧客先に行くとこが出来ずに、社内でのリモート接続等に変わったことが要因と考えられる。

軽油の使用量は、52期は、51期に比べさらに減っている状態。臨時休業がなくなり、仕事量も戻って

来ているため、今後、使用量は増加していくと思われる。
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７．次年度の目標

期間 第54期　（2022年10月～2023年9月）

短期目標：

１年毎の各項目の二酸化炭素排出量及び使用量の目標値を定める。

今まで一律　1％　と設定していたが、新型コロナウイルスの影響により、著しく使用量が減少しているもの（ガソリン・軽油）も

あるので、その点を考慮して、項目ごとに目標削減率（％）を設定する。（各項目の目標削減率は、表内に記入する）

中期目標：

環境負荷及び環境活動の状況の把握、評価結果を踏まえて3年ごとに設定する。

52期（2020年10月～2021年9月）の環境活動結果を基準に3年後の55期（2023年10月～2024年9月）までに、各項目の二酸化炭素

排出量及び使用量を1年毎の目標削減率の3倍を削減することを目標とする。

※ 中期目標、短期目標ともに、経営状況、世界情勢、異常気象等による影響が出た場合には、見直しを行う。

● 電力・化石燃料使用量及び二酸化炭素排出量の削減

単位 52期　実績値 目標削減率 54期 目標値

年間CO2排出量 184,964.7 182,190.2

稼働日CO2平均排出量 755.0 743.6

売上に対する排出量
kg-CO2
/百万円 462.41 455.50

年間使用量 284,286.0 278,600.3

稼働日平均使用量 1,160.4 1,137.1

売上に対する排出量
kWh

/百万円 313.43 307.20

年間使用量 8,080.1 7,918.5

稼働日平均使用量 33.0 32.3

売上に対する排出量
kg

/百万円 60.60 59.40

年間使用量 12,197.0 12,075.0

稼働日平均使用量 49.8 49.3

売上に対する排出量
L

/百万円 75.93 75.17

年間使用量 672.3 669.6

稼働日平均使用量 2.7 2.7

売上に対する排出量
L

/百万円 3.90 3.90

年間使用量 1,306.9 1,299.1

稼働日平均使用量 5.3 5.3

売上に対する排出量
L

/百万円 8.56 8.50

年間使用量 580.0 568.4

稼働日平均使用量 2.4 2.3

年間使用量 40,100.0 39,298.0

稼働日平均使用量 163.7 160.4

年間使用量 451.9 442.9

稼働日平均使用量 1.84 1.80

稼働日平均使用量は、52期（245稼働日）を基準にして算出しています。売上に対する排出量は、52期（売上400百万円）を基準として算出しています。

● 化学物質管理で製品含有及び使用禁止、使用懸念化学物資による顧客トラブル。 0件

● グリーン購入を意識し、資材や事務用品を購入する。

● SDGsの達成に向け継続的かつ積極的に取り組む

● 金型及びプレス加工方法の改善による環境負荷（エネルギー、原材料）の削減。

● 不良の低減、消耗品の節約、コスト削減に取り組む。

● 全員参加の環境活動を実施する。

2022年10月31日

株式会社　杉山

代表取締役社長

村瀬　福男

電力　
kWh

2.00%

LPG
kg

2.00%

灯油
L

1.00%

軽油
L

0.60%

ガソリン
L

0.40%

環境経営目標

種類

二酸化炭素排出量 kg-CO2

1.50%

一般廃棄物 kg 2.00%

-　12　-

コピー用紙使用量 枚 2.00%

水使用量 ㎥ 2.00%



承　認 作　成

遵守評価日： 2022年10月21日 環境管理責任者 環境事務局

証拠 判定

・委託基準：産廃収集運搬・処分業
者の許可の確認、契約 許可証の確認

契約書
許可証

年1回

契約書
許可証 〇

・廃棄物保管施設の表示・管理
廃油・廃棄物全般の
保管状況の確認

毎日 〇

・マニフェスト交付
　A、B2、D、E票の保管（5年間） マニフェスト新規

交付時又は月末
マニフェスト 〇

・産業廃棄物管理票交付等状況報
告書の提出 6月末まで

報告書
R4/6/10 〇

・特定施設の事前届出
新設/変更時

新設　無

・地域別騒音基準の順守
異常音の日常管
理

日常点検表 〇

・特定施設の事前届出

新設/変更時 新設　無

・地域別振動基準の順守
異常音の日常管
理

日常点検表 〇

・定期点検

年4回 点検記録 〇

・整備記録の管理

整備時 整備記録

・漏洩の報告

漏洩発生時

・RoHS指令

材料購入時 ミルシート 〇

・REACH規制

材料購入時 ミルシート 〇

粉塵濃度測定 研磨室
3月
9月

点検報告書 〇

じん肺健康診断 10月 〇

・防火管理

防火管理者選出 会社全体 退社時点検
火元管理責任
者点検記入表 〇

・消防設備の届け出と点検
消防設備の定期点
検

消防設備
3月
10月

点検記録 〇

グリーン購入法

・できる限り環境物品等を選択する
よう努める 購入品・調達品

購入先・外注先 〇

８．環境関連法規等取りまとめ表（遵守評価記録）

取りまとめ表の更新：毎年定期的な遵守評価を実施する際に制定、改正の確認を行い変更があれば更新する

法規制等の名称
該当する要求事項

（対応すべき事項）
内容

該当する設備・項
目

点検・測定頻
度、実施時期

遵守評価

廃棄物処理法

産業廃棄物（金属類・
廃プラ類・廃ガラス・
廃油・木製パレット、
水銀使用製品）

騒音規制法
プレス加工機
コンプレッサー

振動規制法
プレス加工機
コンプレッサー

フロン排出
抑制法

冷媒漏洩防止点検
整備結果の記録

エアコン
ワイヤー加工機用チ
ラー
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化学物質
製品含有化学物質
の監視

顧客グリーン購入
基準書による規制値
を
遵守

労働安全
衛生法

・粉塵障害防止規定

消防法

環境関連法令への違反はありません。
関係当局よりの違反の指摘、地域住民からの苦情や訴訟もありません。

山
田

山
田



９．代表者による全体の評価と見直し・指示

・ 53期の二酸化炭素排出量を削減する活動の結果は、年間排出量と稼働日平均

排出量共に増加で目標は未達成です。

但し、売上は52期に対して約20％増加しており、また生産量も約10％上がって

いるので、二酸化炭素の排出量は当然増加するはずです。

売上の中身により、変化の差は変わると思いますが、来期より、下記の

3種類で結果をまとめるようにして下さい。

・ 年間排出量

・ 稼働日平均排出量

・ 売上に対する排出量の比率

全員参加での二酸化炭素排出量削減活動を進めてください。

    代表取締役社長 村瀬　福男

2022年11月1日

株式会社　杉山
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代表者による全体の評価・見直しを受け、53期の実績に「売上に対する排出量」を追加。

□環境経営目標及びその実績

○

二酸化炭素
合計排出量

売上に対する排出量
kg-CO2
/百万円 462.41 458.94 392.58
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2.4
○

稼働日平均排出量

年間排出量

○

ガソリン

売上に対する排出量
kg-CO2
/百万円 3.90 3.87 2.87 ○

灯油

売上に対する排出量
kg-CO2
/百万円 30.49 30.34 25.88

kg-CO2 6.4 6.4 5.5

○
年間排出量 kg-CO2 1,559.7 1,556.6

○

LPG

売上に対する排出量
kg-CO2
/百万円 60.60 59.99 56.62 ○

電気

売上に対する排出量
kg-CO2
/百万円 313.43 310.29 261.14

32.7 36.4
×

稼働日平均排出量 kg-CO2 98.9 98.0 109.2

1,407.1

年間使用量 L 672.3 671.0 606.5

稼働日平均使用量 L 2.7 2.7

49.9
×

稼働日平均排出量 kg-CO2 124.0 123.3 124.3

×
年間排出量 kg-CO2 30,370.5 30,218.7 31,580.7

年間使用量 L 12,197.0 12,136.0 12,683.0

稼働日平均使用量 L 49.8 49.5

稼働日平均使用量 kg 33.0

稼働日平均使用量 kWh 1,160.4 1,148.7 1,142.3
○

稼働日平均排出量 kg-CO2 511.7 506.6

kg-CO2 24,240.3 23,997.9 27,742.5

503.8

年間使用量 kg 8,080.1 7,999.3 9,247.5
×

稼働日平均排出量 kg-CO2

×
年間排出量 kg-CO2 125,370.1 124,116.4 127,957.9

755.0 748.2 757.3 ×

年間使用量 kWh 284,286.0 281,443.1 290,154.0

項目 単位 52期(基準年) 53期(目標) 53期(実績) 評価

年間排出量 kg-CO2 184,964.7 183,303.4 192,366.0 ×



52期　売上　：　400百万円 53期　売上　：　490百万円

「売上に対する排出量」を追加し、目標値を比較したところ、廃棄物以外の排出量は、削減目標を
達成している状態でした。

生産量が増加することで、エネルギーの使用量も増加します。
今後は、「年間使用量」、「稼働日平均使用量」、「売上に対する排出量」の3つで評価を行っていきます。

売上に対する排出量
kg-CO2
/百万円 1.13 1.12 0.89 ○

コピー
用紙

売上に対する排出量
kg-CO2
/百万円 100.25 99.25 81.63 ○

○

一般
廃棄物

売上に対する排出量
kg-CO2
/百万円 1.45 1.44 1.51 ×

軽油

売上に対する排出量
kg-CO2
/百万円 8.56 8.53 7.51

×

稼働日平均廃棄量 kg 2.37 2.34 2.91 ×

年間廃棄量 kg 580.0 574.2 740.0

5.5
×

項目 単位 52期(基準年) 53期(目標) 53期(実績) 評価

434.0
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水道水

×

稼働日平均使用量 枚 164 162 157 ○

年間使用量 枚 40,100 39,699 40,000

○

稼働日平均使用量 ㎥ 1.84 1.82 1.71 ○

年間使用量 ㎥ 451.0 446.5

稼働日平均排出量 kg-CO2 14.0 13.9 14.5

×
年間排出量 kg-CO2 3,424.1 3,413.8 3,677.9

年間使用量 L 1,306.9 1,303.0 1,403.8

稼働日平均使用量 L 5.3 5.3


